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施工前の準備と確認 必要工具の確認

＋ ビット ｰ ＃２

現場手配工具等

ドリルビット ｰ 4mm程度
※5mmのビス使用時に
下穴用に必要となります。

Ｌ型ビット
※笠木取付時に必要となります。

ドリルビット ｰ 2.5mm程度
※3.5mmのビス使用時に
下穴用に必要となります。

変成シリコンシーリング材
※ガタツキ・音鳴り防止に

必要となります。

ロングビット(長さ30cm程度)
六角ソケット ｰ 8mm

※六角アプセットタッピンねじ　　
使用時に必要となります。　　

( 下部記載 )



施工前の準備と確認 梱包内容の確認
ストレートジョイント[角度調整タイプ]

ジョイント金具 １つ

フリーカット

天井ユニット本体　　　　 １本

アクセントライン１２００mm ２本

フリーカット天井ユニット
周辺パーツ

フリーカット天井ユニット

皿＋タッピンねじ

３．５×４５ ２本

ベースカバー

シルバー色

Ｌ＝８４mm １つ

ベースカバー

アルミ子柱同色

Ｌ＝８４mm １つ

フリーカット天井ユニットセット

ハーフユニット本体      　　　  １本

アクセントライン８８３mm・８５６mm   １本

上部固定金具
天井固定金具

ハーフユニット
周辺パーツ

ハーフユニット

ハーフユニットセット

皿＋タッピンねじ

３．５×２０ １本
皿＋タッピンねじ

３．５×２０ １本
六角アプセット

タッピンねじ

５×３０ １本

六角アプセット

タッピンねじ

５×３０ ３本

ナベ＋タップタイト

３．５×６ １本

ベースカバー

Ｌ＝１０４mm １つ

※カットが必要となります。

※カットの必要はありません。

別紙「アルミ子柱ユ
ニット」の【階段用施
工手順】の３手すり
取付まで先に完了さ
せ、手すりを外してく
ださい。

１ ハーフユニットの位置決め

２ 固定金具取付
②上部固定金具を手すりに、下部固
定金具を踏板に取り付けてください。

③各パーツを下部固定金
具を基準に差込む。

①階段ユニットの角
度が決まった後、
ハーフユニットを踏
板に置き、手すりを
仮置きする。
その後、ハーフユ
ニットの取付位置を
決める。

①ハーフユニットの取付位置が決まったら、
下部固定金具を残し、各パーツ取り外して
ください。
※各パーツの取付位置がズレない
ように注意してください。

【ハーフユニット施工手順】

※階段ユニットの
３まで完了させて
ください。

六角アプセット
タッピンねじ ５×30

皿+タッピンねじ
3.5×20

手すり

ハーフユニット
階段ユニット

※仕上げにアルミ子柱と
手すり固定金具をビス
止めするため、長穴
間で高さを調整
してください。

※斜線部の幅は子
柱内法が110ｍｍ
以内になるように
ハーフユニットを
配置し、上部固定
金具の高さの調節
ができる範囲で取
付位置を決めてく
ださい。
極端に壁側や階
段ユニット側に寄
らないようしてい
ただくときれいに
仕上がります。

ＰＯＩＮＴ

下部固定金具

フィレット

必ず下穴を開けてから取付けてください。（下穴はネジ径の80～85%を目安としてください。）
柱の保護テープは施工終了まで剥がさないでください。

３ カバー、アクセントラインの取付 (※階段ユニットは別紙「アルミ子柱ユニット」の【施工仕上げ】をご覧ください。)

別紙「アルミ子柱ユ
ニット」の【階段用
施工手順】の４階
段ユニット本固定ま
で先に完了させて
ください。

※階段ユニットの
施工を完了させて
ください。

①アルミ子柱と壁の幅に合わせて、
ベースカバーをカットする。

②上部固定金具をビス止めし、
アクセントラインを床面に合わせ、
下から上に向かって取り付ける。

ナベ+タップタイト
3.5×6

カットする ※床面に合わせてください。



必ず下穴を開けてから取付けてください。（下穴はネジ径の80～85%を目安としてください。）
柱の保護テープは施工終了まで剥がさないでください。

１ 天井高さ計測

２ フリーカット天井ユニットのカット
①フリーカット天井ユニッ
トのアルミ子柱部分の上
部を計測した高さから
-45～-50mmの寸法で
カットする。

※マイナスする長さを統一
すると、取り付けた時の
カット面のラインが揃い、
きれいに仕上がります。

※天井の有効高さは最低で175mm
となります。それ以下の場合はユニッ
トの取り付けを行わないでください。

①フリーカット天井
ユニットを使用する
箇所を割り出すた
め、踏板から天井の
高さを計る。
※1251mmを超える
高さは、階段ユニット
を使用します。

【フリーカット天井ユニット施工手順】

－４５～５０ｍｍ－４５～５０ｍｍ

計測

※1250mm以下の高さ
は、全段計測し、記録し
ておいてください。２で
必要になります。

※高さが1250mm以下の場合

カット後寸法

カット部

計測値 

※上部の天井固定
金具を取り外して
からアルミ子柱部
分の上部をカット
してください。

※高さが1251mm以上の場合

階段ユニットを
使用します。別
紙「アルミ子柱
ユ ニット 」の
【階段用施工手
順】をご覧にな
り、２ユニット
仮固定まで行っ
てください。

１本目：1000mm(計測値)-45mm(マイナス値)=955mm(カット後寸法)
２本目：  770mm(計測値)-45mm(マイナス値)=725mm(カット後寸法)

計算例

175mmまで

※アルミ子柱の有効カット寸法は
「175-45~50=130~125mm｣までと
なります。

130~125mmまで

天井固定金具

フリーカット天
井ユニットを使
用します。別紙
「アルミ子柱ユ
ニット」の【階段
用施工手順】の
１ｰ①を参考に
取付位置を出し
てください。

ア
ル
ミ
子
柱
寸
法
=
1200m

m

②アルミ子柱部分の上部を
カット後、切残りや切断面の
バリはやすり等で確実に除去
し、１ｍｍ程度の面取りを施
してください。
素地が露出している部分は、
オプション（別売）のタッチ
アップで着色し仕上げてくだ
さい。

④カットしたアル
ミ子柱に天井固
定金具を戻す。

③天井固定金具を差し
込む部分（カット面から
約10㎜下）に変成シリ
コーンボンドを塗布して
ください。塗布後、天井
への固定までは速やか
に行ってください。

カット面処理

10㎜

変成シリコンシーリング材（現場手配）

アルミ子柱ユニット

合板

石膏ボード

MD型手すり

100

10
0

シャープビス
25mm（想定）

MD型手摺

フィレット

合板

シャープビス
25mm（想定）

MD型手摺

合板

アルミ子柱階段ユニットが吹抜・天井ユニットと接続されず壁面で納まる場合、
手すり端部と壁面の固定を行って下さい。
アルミ子柱吹抜けユニットの親柱、壁面側の固定も、壁固定パーツ(ZYKDH1－7)
での固定が出来ない場合、同様の固定をして下さい。

①MD型手すり上端部（木口）への合板の取付け ②壁面への固定方法

手すり端部を壁面固定する場合、手すり上端部木口に
石膏ボードと同厚の合板（100mm角）を取付け、
ロゼットの代わりにして固定します。
ビス先端が手すり化粧面から飛び出さないように、
ビスを固定する位置の材厚を確認してから、
合板の取付けをして下さい。（ビス2本以上）
合板取付け前に、MD型手摺には接着材でフィレットを
取付け、接着材硬化後、手すり木口にも接着材を塗布し
図のようにビス固定をします。
参考図は25mmシャープビスを想定しています。

事前に取付け箇所には、合板を固定できる下地があるか
確認をして下さい。
手すり施工時に既に石膏ボードが施工されている場合、
手すり固定箇所の壁面部分の石膏ボードを切欠き、
合板を嵌め込むように設置します。
石膏ボードの取付けが後工程の場合は、切欠きの必要は
ありません。
ビス固定は４箇所以上で固定して下さい。
継目やビス頭を丁寧にパテ埋めして、仕上げて下さい。

合板

石膏ボード

アルミ子柱ユニット

合板

石膏ボード

MD型手すり

100

10
0

シャープビス
25mm（想定）

MD型手摺

フィレット

合板

シャープビス
25mm（想定）

MD型手摺

合板

アルミ子柱階段ユニットが吹抜・天井ユニットと接続されず壁面で納まる場合、
手すり端部と壁面の固定を行って下さい。
アルミ子柱吹抜けユニットの親柱、壁面側の固定も、壁固定パーツ(ZYKDH1－7)
での固定が出来ない場合、同様の固定をして下さい。

①MD型手すり上端部（木口）への合板の取付け ②壁面への固定方法

手すり端部を壁面固定する場合、手すり上端部木口に
石膏ボードと同厚の合板（100mm角）を取付け、
ロゼットの代わりにして固定します。
ビス先端が手すり化粧面から飛び出さないように、
ビスを固定する位置の材厚を確認してから、
合板の取付けをして下さい。（ビス2本以上）
合板取付け前に、MD型手摺には接着材でフィレットを
取付け、接着材硬化後、手すり木口にも接着材を塗布し
図のようにビス固定をします。
　参考図は25mmシャープビスを想定しています。

事前に取付け箇所には、合板を固定できる下地があるか
確認をして下さい。
手すり施工時に既に石膏ボードが施工されている場合、
手すり固定箇所の壁面部分の石膏ボードを切欠き、
合板を嵌め込むように設置します。
石膏ボードの取付けが後工程の場合は、切欠きの必要は
ありません。
ビス固定は４箇所以上で固定して下さい。
継目やビス頭を丁寧にパテ埋めして、仕上げて下さい。

合板

下地
石膏ボード

４ 手すりと壁面の施工 



４ ストレートジョイント
[角度調整タイプ]の差込み
①ストレートジョイント[角度調
整タイプ]をフリーカット天井ユ
ニットの縦溝上部より固定パー
ツを差し込んでください。

５ ストレートジョイント
[角度調整タイプ]の取付
①階段に固定され
た手すりに角度を合
わせ、ストレートジョ
イント[角度調整
タイプ]を取り
付ける。

①カバーを取り付ける。 ②アクセントラインをカット
後、床面に合わせ、下から上
に向かって取り付ける。
※フリーカット天井ユニット
のアクセントラインは必ず
カットが必要になります。

※階段ユニットの施工
を完了させてください。

次にストレートジョイン
ト[角度調整タイプ]を
手すりに取付けます。階
段ユニットと角度を揃え
るため、別紙「アルミ子
柱ユニット」の【階段用
施工手順】の４階段ユ
ニット本固定まで先に
完了させてください。

※図のように差込んで
ください。

固定パーツ アルミ子柱

皿+タッピンねじ
3.5×20

※下部のカバーは
アルミ子柱と同じ色
になります。

※上部のカバーは
アルミ子柱の色を
問わず、シルバーと
なります。

カット位置

１ ストレートジョイント[角度
調整タイプ]に合わせてカット

２ アルミ子柱カット寸法に
合わせてカット

３ 踏板側は板厚に合わせて
カット

２ ３

６ カバー、アクセントライン取付 (※階段ユニットは別紙「アルミ子柱ユニット」の【施工仕上げ】をご覧ください。)

◆お手入れのしかた◆ 養 生
当て傷・擦り傷等がつかないよう保護
紙等でカバーして養生してください。
粘着テープなどは直接商品に貼りつ
けないようにしてください。

製品の表面が汚れている場合は、水で薄めた中性洗剤を含ませた
柔らかい布を固くしぼってふき取り、乾いた布で仕上げてください。
ベンジン・アルコール・シンナーなどの溶剤を使用すると変色・
変質しますので、絶対に使用しないでください。

【施工終了後】

３ フリーカット天井ユニットの固定
①フリーカット天井ユニットを
天井、踏板に固定する。

皿+タッピンねじ 
3.5×45

六角アプセット
タッピンねじ ５×30

ビス打ち

天井と天井固定金具
の間に5.5~10.5mm
の隙間をつくります。

天井固定金具を引き
上げて、天井にビス
固定してください。

5.5~10.5mmの隙間

１

タッチアップ仕上げ

Made in Taiwan

※床面に合わせてください。

　部に変成シリコンシーリング
材を塗布してください。
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